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明 細 書

発 明 の名称 ：ゴム組成 物 及び それ を用 いた タイヤ

技 術分 野

[0001 ] 本 発 明 は、 ゴム組 成 物 に関 し、 特 に ゥ ヱ ッ 卜グ リップ性 能 お よび 耐摩 耗 性

に優 れ、 転 が り抵 抗 の小 さい タ イヤ用 の ゴム組 成 物 及 び そ れ を用 いた タ イヤ

に関 す る。

背景技 術

[0002] 近 年、 自動 車 の安全 性 へ の関心 の高 ま りに伴 い、 低 燃 費性 のみ な らず、 操

縦 安 定性 につ いて も要 求 が高 ま って きた。 これ に対 応 す るため、 タ イヤ性 能

につ いて も転 が り抵 抗 を減 ら した低 発 熱 性 な らび に湿潤 路 面 及 び乾 燥 路 面 で

の操 縦 安 定性 、 耐摩 耗 性 を高度 に満 足 す るタ イヤ が求 め られ て きて い る。 ま

た、 この よ うな要 求 に対 して、 補 強 用 充填 剤 を改 良 す る こ と及 び ゴム成 分 を

改 良 す る こ とが行 わ れ て い る。

従 来 か ら、 ゴム補 強 用 充填 剤 と して は、 力一ポ ン プラ ックが使 用 され て い

る。 これ は、 力一ボ ン ブラ ックが ゴム組 成 物 に高 い耐摩 耗 性 を付 与 し得 るか

らで あ るが、 力一ボ ン プラ ックの単独 使 用 で ゥ エ ツ 卜グ リップ性 能、 耐摩 耗

性 、 低 燃 費性 が高 い レベ ル でバ ラ ン ス した ゴム組 成 物 を得 る こ とは困難 で あ

り、 そ の改 良法 と して 力一ボ ン ブラ ックの代 わ りにシ リ力 を配合 す る こ とが

行 わ れ て い る。 しか しな が ら、 シ リカ を充填 剤 と して用 いた場合 、 力一ボ ン

ブラ ックの配合 量 が相 対 的 に減 少 す るため、 ゴム組 成 物 の破 壊 強度 、 耐摩 耗

性 が低 下 す る こ とは免 れ な い こ とが分 か って い る。 また、 シ リカ は ゴムへ の

分散 性 が悪 く、 混 練 りを行 う際 の ゴム組 成 物 の 厶 ー ニ ー粘 度 が高 くな り、 押

出 しな どの加 工性 に劣 る とい う問題 が あ る。

[0003] 特 許 文献 1 〜 3 には、 耐摩 耗 性 を低 下 させ る こ とな く低 燃 費性 お よび ゥ ェ

ッ 卜グ リップ性 能 に優 れ る ゴム組 成 物 を得 る 目的 で、 ゴム成 分 と充填 剤 と し

て 力一ボ ン ブラ ック、 シ リカの外、 無機 化合 物 粉 体 を含 む タ ィャ トレッ ド用

ゴム組 成 物 が提 案 され て い る。



[0004] しか しながら、特許文献 1 〜 3 に記載されるゴム組成物は、ウエットグリ

ップ性能および燃費の改善効果を十分得るためには無機化合物粉体を比較的

多 く配合する必要があり、その場合、耐摩耗性が低下 し易い傾向があるため

、ゥヱッ卜グリツプ性能、耐摩耗性および低燃費性のバランスにさらに優れ

たタイヤ用ゴム組成物は得 られていない。

[0005] また、特許文献 4 には、ジェン系ゴム成分、シリカと共にァグリゲ一 卜の

二次元投影画像解析から算出した特性やD B P、 N 2 S A 等の性状を特定 した

力一ポンプラックを使用することによってウエットグリツプ性能、耐摩耗性

を向上させたタイヤ 卜レツド用ゴム組成物が提案されているが、ゥエツ卜グ

リップ性能、耐摩耗性に加えて低燃費性を十分に満足するものではない。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：特開 2 0 0 2 - 3 3 8 7 5 0 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 3 - 5 5 5 0 3 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 5 - 1 3 3 5 3 号公報

特許文献4 ：特開 2 0 1 - 1 5 8 6 6 1 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] 本発明は、かかる実情に鑑みなされたもので、補強用充填剤として特定性

状の力一ボンブラックを使用 したゥェッ卜グリップ性能および耐摩耗性に優

れ、転がり抵抗の小さい低燃費性のタイャ用のゴム組成物及びそれを用いた

タイヤを提供するものである。

課題を解決するための手段

[0008] 本発明者は、鋭意検討 した結果、タイヤ用ゴム組成物において、スチレン

—ブタジエンゴム （S B R ) 又はスチレン一ブタジエンゴム （S B R ) とプ

タジェンゴ厶 （B R ) からなるゴム成分に表面活性の高い微粒径の力一ボン

ブラックを特定量配合することにより、上記目的を達成することができるこ



とを見出 し、本発明を完成するに至 った。

即ち、本発明は、スチ レン一ブタジエンゴム （S B R ) 又 はスチ レン一プ

タジェンゴ厶 （S B R ) とブタジエンゴム （B R ) か らなるゴム成分 1 0 0

質量部 に対 して、補強用充填剤 と して少な くとも水素放 出率が 0 . 2 質量％

以上及び / 又 は窒素吸着比表面積 （N 2 S A ) とセチル トリプチル ア ンモニゥ

厶プロミ ド吸着比表面積 （C T A B ) の比 N 2 S A C T A B 比 が 1 . 2 〜 1

. 5 で、窒素吸着比表面積 （N 2 S A ) が 1 6 0 〜 3 0 0 m2 g であるカーボ

ンプラックを 2 〜 2 0 0 質量部配合 したゴム組成物 およびそれを用いたタイ

ャである。

発明の効果

[0009] 本発 明によれば、 ウエッ トグ リップ性能および耐摩耗性 に優れ、転が り抵

抗の小 さい低燃費性のタイヤ用のゴム組成物及びそれを用いたタイヤが得 ら

れる。

図面の簡単な説明

[001 0] [ 図 1] 実施例で使用 した力一ボ ンブラックの製造炉の概略を示す図である。

発明を実施するための形態

[001 1] 以下、本発明の実施の形態 を詳 しく説明する。

本発明のゴム組成物 は、スチ レン—ブタジエンゴム （S B R ) 又 はスチ レ

ン一 プタジェンゴム （S B R ) とプタジェンゴ厶 （B R ) か らなるゴム成分

に表面活性の高い微粒径の力一ボ ンブラックをゴム成分 1 0 0 質量部 に対 し

て 2 〜 2 0 0 質量部配合 してなることを特徴 とするものである。

本発明に用い られるゴム成分 と しては、スチ レン一ブタジエンゴム （S B

R ) 、 ブタジエンゴム （B R ) が挙 げ られ、 ブタジエンゴム （B R ) が 4 0

質量％以下のスチ レン一ブタジエンゴム （S B R ) とブタジエンゴム （B R

) か らなることが好 ま しい。 さ らに、 ブタジエンゴムは分子内の活性部位 に

力一ボ ンブラックとの反応性の高い官能基が導入された変性 プタジェンゴム

であることがよ り好 ま しい。変性 プタジェンゴム とは、例 えば重合活性末端

、重合開始末端及び重合鎖 中のいずれかにケィ素原子、スズ原子、硫黄原子



、酸素原子及びチタン原子か ら選 ばれる少な くとも 1 つを含む変性基及び /

又 は一級 ァミン、二級 ァミン、三級 アミン及び環状 ァミンか ら選 ばれる構造

を含む変性基 を有 するブタジエ ンゴムである。

[001 2] 本発 明の ゴム組成物 では、特定の特性 を有 する新規 のカーボ ンブラ ックを

配合 することによ り、 ウエッ トグ リツプ性能及び耐摩耗性 を向上することが

で きる。 力一ポ ンプラ ックの配合量 は、 ゴム成分 1 0 0 質量部 に対 し2 〜 2

0 0 質量部、好 ま しくは 5 〜 1 0 0 質量部、 さ らに好 ま しくは 5 〜 5 0 質量

部 である。 力一ボ ンブラ ックの配合量が 2 質量部未満であると、耐摩耗性 が

悪化する。 また力一ポ ンプラ ックの配合量が 2 0 0 質量部 を超 えると、低燃

費性 が悪化する。

[001 3] 本発 明で使用する力一ポ ンプラ ックは、次のような特性 を有 する新規 の力

—ポ ンプラ ックである。

1 . 水素放 出率 が 0 . 2 質量％以上、 または

2 . N 2 S A Z C T A B の比 が 1 . 2 〜 1 . 5

さ らに好 ま しくは、次のような特性 の うち少な くとも 1 つの特性 を有 する

新規 の力一ボ ンプラ ックである。

3 . 窒素吸着比表面積 （N 2 S A ) が 1 6 0 〜 3 0 0 m 2 g

4 . ジ プチル フタ レ一 卜 （D B P ) 吸収量 は、 1 0 0 〜 1 5 0 m 1 / 1 0 0

9

5 . 沃素吸着比表面積 （I A ) は、 1 8 0 〜 3 0 0 m g

6 . 比着色力が 1 2 0 〜 1 5 0

7 . トル エ ン着色透過度 が 9 0 以上

[0014] 上記の水素放 出率 は、 1 0 5 °C の恒温乾燥器 中で 1 時間乾燥 した力一ボ ン

ブラ ックをデシケ一タ中で室温 まで冷却 した後、 スズ製 のチ ュー ブ状 のサ ン

プル容器 に入れて圧着、密栓 し水素分析装置でアル ゴン気流下、 2 0 0 C

で 1 5 分加熱 した時の水素 ガス発生量 を測定 し、質量分率 で表 した ものであ

る。水素放 出量が多 い と耐摩耗性 が向上する。

窒素吸着比表面積 （N 2 S A ) は、 J I S K 6 1 7 _ 2 に準拠 して、測



定す る。

窒素 吸着比表面積 （N 2 S A ) は、 1 6 0 〜 3 0 O m 2 g であ る ことが好 ま

しく、 さ らに 1 8 0 〜 2 4 0 m 2 g であ る ことが好 ま しい。 N 2 S A が 1 6 0

m 2 g 未満 であ る と、耐摩耗性 が悪化 し、 3 0 0 m 2 g を超 える と転 が り抵

抗 が悪化 す る。

[001 5] C T A B 吸着比表面積 は、 J I S K 6 1 7 — 3 に準拠 して、測 定す る。

N 2 S A C T A B 比表面積 の比 は、 1 . 2 〜 1 . 5 が好 ま しく、 N 2 S A

C T A B 比表面積 の比 が 1 . 2 未満 では耐摩耗性 が悪化 し、 1 . 5 よ り大

きい と転 が り抵抗 が悪化 す る。

[001 6] 上 記 の水素放 出率及び窒素 吸着比表面積 （N 2 S A ) と C T A B 吸着比表面

積 の比 N 2 S A C T A B が 力一ボ ンブラ ックの表面活性特性 を表 す指標 とな

る。本発 明で使 用す る力一ポ ンプラ ックは、 これ らの値 が上記範 囲の もので

あ る。

[001 7] さ らに、 D B P 吸収量 は、 J I S K 6 2 1 7 _ 4 吸油量 A 法 に準拠 して、

測 定す る。

D B P 吸収量 が、 1 0 0 〜 1 5 0 m 1 / 1 0 0 g であ り、 好 ま しくは 1 1

0 〜 1 4 0 m 1 / 1 0 0 g であ る。 D B P 吸収量 が 1 0 0 m 1 / 1 O O g 未

満 であ る と耐摩耗性 が不足 す る。 また ゴム組成物 の成形加工性 が低 下 し、 力

—ボ ンブラ ックの分散性 が悪化 す るので力一ボ ンブラ ックの補強性能 が十分

に得 られない。 D B P 吸収量 が 1 5 0 m I 1 0 0 g を超 える と、粘度 が高

くな り加工性 が悪化 す る。

[001 8] 沃 素 吸着比表面積 （I A ) は、 J I S K 6 2 1 7 — 1 で測 定す る。

I A は、 1 8 0 〜 3 0 0 m2Z g 、 好 ま しくは 2 0 0 〜 2 7 0 m2Z g であ る

また、本発 明で使 用す る力一ポ ンプラ ックの比着色力 は、 J I S K 6 1

7 - 5 に記載 の フ ォー ク 卜口 ン法 で測 定 し、 1 2 0 〜 1 5 0 であ り、 好 ま し

くは、 1 3 0 〜 1 4 0 であ る。

そ して、 トル エ ン着色透過度 は、 J I S K 6 2 1 8 _ 4 に記載 の方法 で測



定 し、 9 0 以上が好 ま しく、 9 0 未満の場合転 が り抵抗 が悪化する恐れがあ

る。

[001 9] 上述 した特性 を有 する力一ポ ンプラ ックは、通常の力一ポ ンプラ ックの製

造装置 を用いて、原料供給箇所、原料供給量、原料供給温度、燃料油供給量

、燃料霧化空気供給量、燃焼用空気供給量、燃焼用空気温度、反応停止箇所

な どの製造条件 を調整 して製造することがで きる。

[0020] 本発 明の ゴム組成物 において、 シ リカを配合 することによ りウエッ トグ リ

ップ性能 を改良する。 シ リカ と しては、市販 のあ らゆるものが使用で き、 な

かで も湿式シ リカ、乾式シ リカ、 コロイダル シ リカを用いるのが好 ま しく、

湿式シ リカを用いるのが特 に好 ま しい。 シ リカの B E T 比表面積 （I S O 5

7 9 4 1 に準拠 して測定する） と しては 5 0 〜 3 0 0 m2Z g 、 好 ま しくは

1 0 0 〜 2 3 0 m 2 g の ものを使用する。 シ リカの B E T 比表面積 が 5 0 m 2

g 未満であると、充填剤 と しての補強性 が不十分 にな り、耐摩耗性 が低下

する。 また、 シ リカの B E T 比表面積 が 3 0 0 m 2/ g を超 えると、 シ リカを

良好 に分散 させ るのが困難 にな り、 ゥエツ 卜グ リップ性能 を改良する効果が

十分 に得 られない。

このようなシ リカ と しては東 ソ一シ リカ社製、商 品名 「二 プシル A Q 」 （

巳丁比表面積 = 1 9 OmV g ) 、デ グサ社製商 品名 「ウル トラジル V N 3

」 （ 巳丁比表面積 = 1 7 5 m g ) 等の市販 品を用いることがで きる。 シ

リカは 1 種 を単独 で用いて もよ く、 2 種以上 を組み合わせて用いて もよい。

本発 明のタイヤに使用 されるゴム組成物 において、低発熱性、耐摩耗性 を

満足 させ るため には、 シ リカの配合量 は、 ジェ ン系 ゴム 1 0 0 質量部 に対 し

2 0 〜 1 3 0 質量部、好 ま しくは 5 0 〜 1 3 0 質量部 にする。 シ リカの配合

量が 2 0 質量部未満では、 ゥエツ 卜グ リップ性能 を改良する効果が十分 に得

られない。 またシ リカの配合量が 1 3 0 質量部 を超 えると、耐摩耗性 が低下

する。

[0021 ] また、 シ リカ と共 にシランカ ップ リング剤 を配合 することによ り、 ジェ ン

系 ゴムに対するシ リカの分散性 を改良することがで き、好 ま しい。 シラン力



ップリング剤の配合量は、シリ力の配合量に対 し、好ましくは3 〜 1 5 質量

%、より好ましくは4 〜 1 0 質量％にする。シランカップリング剤の配合量

が 3 質量％未満であると、シリカの分散性を十分に改良することができない

。また、シランカップリング剤の配合量が 1 5 質量％を超えると、シラン力

ップリング剤同士が凝集 縮合 して しまい、所望の効果を得ることができな

くなる。

[0022] シランカップリング剤の種類としては、特に制限されるものではないが、

硫黄含有シラン力ップリング剤が好ましい。硫黄含有シラン力ップリング剤

としては、例えば、 ビス一 （3 — 卜リエ トキシシリルプロピル）テ 卜ラサル

ファイ ド、 ビス （3 _ 卜リエ トキシシリルプロピル）ジサルファイ ド、 3 _

卜リメ トキシシリルプロピルべンゾチアゾ一ルテ 卜ラサルフアイ ド、ァ一メ

ルカプ トプロピル 卜リエ トキシシラン、 3 _ ォクタノィルチオプロピル 卜リ

ェ トキシシラン等を例示することができる。

[0023] 本発明では、シリカと力一ポンプラックとを共に使用することにより、ゥ

エツ卜グリップ性能及び耐摩耗性を兼備する。シリカ及び力一ボンプラック

の配合量の合計は、ジェン系ゴム 1 0 0 質量部に対 し6 0 〜 1 6 0 質量部、

好ましくは 7 0 〜 1 4 0 質量部にする。シリカ及び力一ポンプラックの合計

が 6 0 質量部未満であると、十分なゥェッ卜グリップ性能が得 られない。ま

たシリカ及び力一ポンプラックの合計が 1 6 0 質量部を超えると、ウエット

グリップ性能の持続性が悪化すると共に、耐摩耗性が悪化する。

[0024] 本発明のゴム組成物には、加硫剤又は架橋剤、加硫促進剤、各種無機充填

剤、各種オイル、老化防止剤、可塑剤などのタイヤ用ゴム組成物に一般的に

使用される各種添加剤を配合することができ、これらの添加剤は一般的な方

法で混練 してゴム組成物とし、加硫又は架橋するのに使用することができる

。これらの添加剤の配合量は本発明の目的に反 しない限り、従来の一般的な

配合量とすることができる。

本発明のゴム組成物は、通常のゴム用混練機械、例えば、バンバ リ一ミキ

サ一、二一ダ一、ロール等を使用 して、上記各成分を混合することによって



製造することができる。

[0025] 本発明のタイヤ用ゴム組成物を使用 した空気入りタイヤは、ウエッ トグリ

ップ性能、耐摩耗性及び低燃費性を従来 レベル以上に向上することができ、

各種車両用の空気入りタイヤとして好適に使用することができる。

実施例 1

[0026] 以下、実施例を挙げて本発明を詳 しく説明するが、本発明は下記の実施例

に何 ら限定されるものではない。

[0027] 製造例 1 〜 6

力一ボンプラックC B 1 〜 6 の製造

図 1 に示す上流部より、第一領域 （図示せず） ：燃料導入部 （内側直径 6

8 0 m m 長さ 9 0 0 m m ) 、第二領域 ：原料導入部 （上流端内側直径 4 3

5 m m、下流端内側直径 2 2 0 m m、長さ 1 0 0 0 m m、テーパー角 6 . 1

。 ) 、狭小円筒部 （内側直径 2 2 0 m m、長さ 1 9 0 m m ) 、第三領域 ：反

応停止用急冷水圧噴霧装置を備えた反応継続兼冷却室 （内側直径 3 6 5 m m

、長さ 1 2 0 0 m m ) を有するカーボンブラック製造炉を用い、原料油とし

て表 1 に示 した重質油を使用 し、表 2 に示 した操作条件によりC B 1 〜 6 の

力一ボンブラックを製造 した。

[0028] [ 表 1]

* 1 CI :Bureau of Mines Correlation Index (米 国鉱 山局指数 :

* 2 B. P. ：Initial Boiling Point (初留点）



[0029] [ 表 2]

[0030] 製造例 7

変性 ブタジエンゴム （変性 B R ) の製造

乾燥 し、窒素置換された 8 0 0 m L の耐圧ガラス容器に、 1 ， 3 —プタジ

ェン 6 0 g のシクロへキサン溶液 （2 0 質量 0/ 0 ) 、 2 ， 2 —ジテ トラヒ ドロ

フ リル プロパ ン 0 . 7 0 m m o l を加 え、 さらに、 n _ プチル リチウ厶 （B

u L i ) 0 . 7 0 m m o I を加 えた後、 5 0 C の温水浴中で 1 5 時間重合

反応を行 った。 この重合転化率はほぼ 1 0 0 % である。

その後、重合系に、四塩化スズ （S n C I 4 ) 0 . 2 0 m m o I を加えて 3

0 分変性反応を行 った。最後 に重合反応系に、 2 ， 6 _ ジ _ _ プチル _ 卩

—クレゾ一ル （B H T ) のイソプロパ ノール 5 質量％溶液 2 m L を添加 し、

反応を停止させた。その後、真空乾燥 して変性 B R を得た。

得 られた共重合体は、重量平均分子量 1 0 万である。

[0031 ] 実施例、比較例で使用 した力一ボンブラックC B の性状の測定及び得 られ

たゴム組成物の特性の評価は下記の方法で行 つた。



C B の測定

. 沃素吸着比表面積

J I S K 6 1 7 - 1 に準拠 して測定し、力一ポンプラック単位質量当た

りのヨウ素の吸着量m g g で表示する。

2 . N 2 S A 吸着比表面積

J I S K 6 1 7 —2 に準拠 して、測定し、力一ポンプラック単位質量当

たりの比表面積m 2 g で表示する。

3 . C T A B 吸着比表面積、

J I S K 6 1 7 —3 に準拠 して、測定し、力一ポンプラック単位質量当

たりの比表面積m 2 g で表示する。

4 . D B P吸収量

J I S K 6 1 7 _ 4 吸油量Α 法に準拠 して、測定し、力一ポンプラック

1 0 0 g 当たりに吸収されるジプチル フタレ一 卜 （D B P ) の体積m I で表

示する。

[0032] 5 . 比着色力

J I S K 6 2 1 7 _ 5 に記載のフォーク トロン法で測定する。

6 . トルエン着色透過度

J I S K 6 1 8 —4 に記載の方法で測定し、純粋な トルエンと比較 した

百分率で表される。

7 . 水素放出率

) 力一ポンプラック試料を 1 0 5 °Cの恒温乾燥器中で 1時間乾燥 し、デシ

ケ一タ中で室温まで冷却する。

2 ) スズ製のチューブ状サンプル容器に約 1 O m g を精秤 し、圧着、密栓す

る。

3 ) 水素分析装置 （堀場製作所 E M G A 6 2 1W) でアルゴン気流下、 2 0

0 0 °Cで 1 5 分加熱 した時の水素ガス発生量を測定し、質量分率を求める。

[0033] 耐摩耗性

実車にて、舗装路面を 1万 k m走行後、残溝を測定し、 卜レツドが 1 mm



摩耗するのに要する走行距離を相対比較 し、比較例のタイヤを 1 0 0 ( 8 0

0 0 k m/ m mに相当）として、指数表示 した。数値が大きい程、耐摩耗性

が良好なことを示す。

[0034] 低燃費性

サイズ 1 9 5 Z 6 5 R 1 5 のタイヤを作製 し、回転 ドラムにより、 8 0 k

m h の速度で回転させ、荷重4 . 4 k N として、転がり抵抗を測定 した。

比較例のタイヤの転がり抵抗の逆数を 1 0 0 として、指数表示 した。数値が

大きい程、転がり抵抗が低 く、低燃費性であることを示す。

[0035] ゥエツ卜ダリップ性能 （0 °C 、 t a η )

粘弾性測定装置 （レオメ トリックス社製）を使用 し、温度 o c、歪み 1 %

、周波数 1 5 H z で損失正接 t a n を測定 した。比較例の数値を 1 0 0 と

して指数表示 した。数値が大きい程、ウエットグリップ性能が良好なことを

示す。

[0036] 実施例、比較例で使用 したカーボンブラックC B 1 〜 6 の性状を上記の測

定方法により測定 した結果を表 3 に示す。

[0037] [表3]

[0038] 実施例 1 〜 4 、比較例 1 〜 2

表 3 に示す 6 種類の力一ボンブラックを用いて、表 4 に従う配合処方でゴ

厶成分としてS B Rのみを使用 したゴム組成物をバンバ リ一ミキサーにて混

練 して調製 した。



得 られた各 ゴム組成物 を上記の評価方法により評価 した。結果を表 4 に示

す。

[0039] [ 表4]

[0040] 実施例 5 〜 8 、比較例 3 〜 4

表 3 に示す 6 種類のカーボンブラックを用いて、表 5 に従 う配合処方でゴ

厶成分 と して S B R と市販のブタジエンゴムを使用 したゴム組成物 をバンバ

リ一ミキサ一にて混練 して調製 した。

得 られた各 ゴム組成物 を上記の評価方法により評価 した。結果を表 5 に示す

[0041 ]



[表5]

[0042] 実施例 9 〜 1 3 、比較例 5 〜 6

表 3 に示す 6 種類のカーボンブラックを用いて、表 6 に従う配合処方でゴ

ム成分としてS B R と製造例 7 で製造 した変性ブタジェンゴムを使用したゴ

厶組成物をバンバ リ一ミキサ一にて混練 して調製 した。

得られた各ゴム組成物を上記の評価方法により評価 した。結果を表 6 に示す

[0043]



[ 表 6 ]

注 （表 4 _ 6 )

：S B R # 1 5 0 0 ( J S R 社製）

2 ：B R N F 3 5 R (旭化成社製）

3 ：製造例 7 で製造 したもの

4 ：ニプシル A Q (東 ソ一シ リカ社製）

5 ：S i 6 9 ( ビス （3 — 卜リエ トキシシ リル プロピル）テ トラスル フィ ド

、 E V 〇 N I K I n d u s t r i e s 社製）

6 : ノックラック 6 C ( N - ( 1 ， 3 —ジメチル ブチル） 一 N ' —フエニル

— p _ フエ二 レンジァミン、大内新興化学工業社製）

7 ：ノックセラ一 D (ジフエ二ル グァ二ジン、大内新興化学工業社製）

8 ：ノックセラ一 D M — P (ベ ンゾチアジルジスル フィ ド、大内新興化学ェ

業社製）



9 ：ノックセラ一N S —P ( - t —プチル一2 —ベンゾチアジルスルフエ

ンアミ ド、大内新興化学工業社製）

[0045] 表 4 一 6 から明らかなように、水素放出率が本発明の範囲内の力一ポンプ

ラックを使用 した本発明のゴム組成物は、従来の力一ボンブラック又は水素

放出率が本発明の範囲外のものを使用 したゴム組成物に比べて低燃費性は若

干低下するものの、耐摩耗性が向上することが分かる。特に、ゴム成分にB

R、さらに変性 B R をS B R と併用すると低燃費性も低下せず、耐摩耗性が

大幅に向上 している。

産業上の利用可能性

[0046] 本発明のゴム組成物は、自動車のタイヤ用に使用できる。



請求の範囲

[ 請求項 1] スチ レン一ブタジエンゴム、 またはスチ レン一ブタジエンゴム とプ

タジェンゴ厶か らなるゴム成分 1 0 0 質量部 に対 して、補強用充填剤

と して少な くとも水素放 出率が 0 . 2 質量％以上、かつ窒素吸着比表

面積 N 2 S A が 1 6 0 〜 3 0 O m 2Z g である力一ポ ンプラックを 2 〜

2 0 0 質量部配合 した ことを特徴 とするゴム組成物。

[ 請求項2] スチ レン一ブタジエンゴム、 またはスチ レン一ブタジエンゴム とプ

タジェンゴ厶か らなるゴム成分 1 0 0 質量部 に対 して、補強用充填剤

と して少な くとも窒素吸着比表面積 N 2 S A とセチル 卜リプチル ア ン

モニゥ厶プロミ ド吸着比表面積 C T A B の比 N 2 S A C T A B が 1

. 2 〜 1 . 5 、 かつ窒素吸着比表面積が 1 6 0 〜 3 0 0 m 2 g であ

る力一ポ ンプラックを 2 〜 2 0 0 質量部配合 した ことを特徴 とするゴ

厶組成物。

[ 請求項3] カーボ ンブラックの水素放 出率が 0 . 2 質量％以上および窒素吸着

比表面積 N 2 S A とセチル 卜リプチル アンモニゥ厶プロミ ド吸着比表

面積 C T A B の比 N 2 S A C T A B 比 が 1 . 2 〜 1 . 5 である請求

項 1 に記載のゴム組成物。

[ 請求項4] ゴム成分 におけるブタジエンゴムの含有量が 4 0 質量％以下である

請求項 1 〜 3 のいずれかに記載のゴム組成物。

[ 請求項 5] ゴム成分 におけるプタジェンゴムが変性 プタジェンゴムである請求

項 1 〜 4 のいずれかに記載のゴム組成物。

[ 請求項6] 力一ボ ンブラックの配合量がゴム成分 1 0 0 質量部 に対 し2 〜 5 0

質量部である請求項 1 〜 5 のいずれかに記載のゴム組成物。

[ 請求項7] 請求項 1 〜 6 のいずれかに記載のゴム組成物 を用いたタイヤ。
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